
 

 

 

 

第 200回 東三河午さん交流会を次のとおり開催いたします。 

日 時：令和２年３月９日（月）１１：３０～１３：００ 

場 所：ホテルアークリッシュ豊橋 ４階「テラスルーム」  

講 師：愛知大学 名誉教授 藤田佳久氏 

「豊川
とよがわ

の『霞堤』－今も生きる伝統的治水システム－」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ですから、 

 

 

 

 

 

★参加会費 3,000円 [お食事付き]   ※午さん会の年間会員：無料  

★参加ご希望の方は、ＦＡＸまたはＥメールにてお申し込み下さい。なお、前日 17 時

以降の欠席につきましては、後日会費の請求を申し上げますのでご了承下さいませ。 

《申込先》東三河懇話会（担当：小野）E ﾒｰﾙ ono@konwakai.jp TEL(0532)55-5141  

主催 : 東三河懇話会／(公社)東三河地域研究センター 

第 200回 東三河午さん交流会  参加申込書      ＦＡＸ（０５３２）５６－０９８１ 

会社・団体名  

所属・役職名  

氏  名  電話番号  

 

豊川（とよがわ）の「霞（かすみ）堤」および「霞」をご存じだろうか。河

川堤には堤が連続しない「不連続堤」があり、これを知ったら、「え？」「なぜ？」

と思われることだろう。これにはよく知られた「信玄堤」も含まれる。明治以

降、沖積低地の不連続堤は明治に来日したお雇い外国人のデ･レーケによって

連続堤化された。しかし、そのような中で近年各地の河川洪水は連続堤化によ

る所産と思われる面もある。その一方、依然として維持される不連続堤もあり、

豊川下流域の「霞堤」は今や貴重な伝統的治水システムである。それはなぜか、

なぜ豊川で維持されているかをお話しし、豊川をあらためてそのような視点か

ら見てもらい、先人たちの知恵を知っていただきたい。 

≪講師より≫ 

 

東三河午さん交流会のご案内 
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